
福島県で働くことを選んだ理由

福島県庁に入庁する前は山口県庁で働いていました。その際、自治法派遣職
員として福島県庁で働く機会があったことがきっかけです。平成２６年４月か
ら１年間、避難地域復興局で避難地域の復興に係る業務に携わりましたが、派
遣終了後、「１年間では何もできなかった」という思いが残りました。
福島県に派遣されていた１年間で福島県が好きになったこと、福島県の震災
からの復興に微力ながらも役立ちたいと思ったことから、福島県で働くことを
選びました。

行政事務

商工労働部
企業立地課

平成２９年度採用

県外出身職員の紹介

Ｈ２９～ 避難地域復興局 原子力損害対策課
Ｈ３１～ 福島県立医科大学 医学部附属教育評価室
Ｒ４～ 浅川町役場 企画商工課（相互人事交流）
Ｒ６～ 商工労働部 企業立地課

［職歴］［出身地・出身校所在地］

出身地：山口県
出身校所在地：東京都

わたしを表すＫＥＹ ＷＯＲＤ

#釣り

県職員の仲間でよく海釣り（特にオ
フショア）に行きます。自慢は８９セ
ンチの真鯛を釣ったこと！釣った魚は
持ち帰り、自分で捌き調理します。数
日熟成させた魚は、旨味が引き出され
格別です。

#音楽

“NO MUSIC, NO LIFE.”
ライブハウスからアリーナ、フェス

まで、音楽イベントによく行きます。
学生時代に聴いていた曲は、今でもよ
く聴いています。練習して、楽器がで
きるようになりたいです。

#温泉 #お酒 #ラーメン

福島県の魅力

浜通り・中通り・会津の各地方それぞれに、名所やおいしいグルメ、名産品等
があることです。また、気候も各地方により大きく異なり、季節により姿を変え
る大自然を体験できることも魅力だと感じています。



福島県庁に入庁して予想外だったこと

採用後、職層に応じて受講する基本研
修が、市町村や広域圏組合等と合同で実
施されていることに驚きました。
他の団体に所属する職員との情報交換

や交流ができ、良い経験になりました。

とある一日のスケジュール

（令和７年３月現在）

8:30
始業
事務処理等

10:30
補助事業完了検査のため
出張（いわき市へ）

12:00 昼休み

13:00 補助事業完了検査を実施

15:00
完了検査終了、出発（福
島県庁へ）

17:00 帰庁、検査の概要を報告

17:15 終業

受験生へメッセージ

避難地域を復興・発展させ、ひいては福島県全体を盛り上げることを目標に、
日々、仕事に臨んでいます。
皆さんと一緒に働けることを楽しみにしています！入庁後は一緒に釣りに行き
ましょう！！

担当する業務・やりがい

商工労働部企業立地課では、工業開発の総合企画や企業の立地促進、下請中
小企業の振興等を行っています。その中で、私は、県内中小企業の支援を行う
業務を担当しており、県内中小企業の新たな価値の創造や企業価値の向上を支
援するため、大手自動車メーカーと協力して、生産性の向上などの現場改善活
動を隔週で行っています。
目に見える形で成果や実績が出た時は達成感があり、やりがいを感じていま

す。
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